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なし

授業科目

平　成　29　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

中古文学会、和歌文学会、日本文学協会、大阪大学国語国文学会、
大阪大学古代中世文学研究会、東京学芸大学国語国文学会、
ヨーロッパ日本研究協会（European Association for Japanese Studies, EAJS）

『源氏物語』を中心とする平安文学作品の享受・注釈書に関する研究

大阪大学大学院文学研究科博士後期課程文化表現論専攻修了

文学（博士）（大阪大学 2015・3）

中古文学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

　研究対象は、『源氏物語』の注釈書・享受資料である。特に四辻善成『河海抄』を中
心とする。
　研究の特色は、各地に残された各注釈書・享受資料の伝本調査を行い、本文系統の見
直しを基盤とした上で、注記増補の特徴や性質、さらには注釈書成立の背後にある学問
体系との関係を明らかにする点である。
　平成29年度～平成32年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金・若手Ｂ）、
採択。研究課題名「『河海抄』を中心とした室町期源氏学の動向と展開に関する基礎的
研究」（課題番号：17K13402）。
　平成29年度科学研究費助成事業（研究成果公開促進費・学術図書）、採択。刊行物の
名称「源氏物語古注釈書の研究」（課題番号：17HP5042）。

学部担当科目

・言語・文学（一）
・国文学講読（二）
・演習I（二）
・演習II（二）
・中古物語論
・歴史文学論
・国文学特殊講義
・世界遺産学概論（1回のみ）
・奈良文化論（1回のみ）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　授業においては、事前の自主学習が十分になされるように指導し、必要に応じて授業
時間外に個別の質問等に答えるように配慮している。使用する資料等はあらかじめ配布
し、予習・復習が効率よく、かつ充実したものとなるよう助言を行っている。演習科目
については、学生同士の意見交換を積極的に促しており、問題・課題の把握とその解決
方法の発見を、学生自身が主体的に行うことの出来る授業環境を心掛けている。また、
週に一度、学生主体の自主勉強会も開催している。

・中古文学会関西部会運営委員
・和歌文学会関西例会委員
・和歌文学会関西例会事務局（事務局代表：石川一先生）
・大阪大学国語国文学会運営委員
・人間文化研究機構国文学研究資料館共同研究員（研究課題名「鉄心斎文庫伊勢物語資
料の基礎的研究」）
・近鉄文化サロン・奈良大学共催講座「古典文学の伝わり方と描かれ方 ―伊勢物語・源
氏物語―」担当

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・図書館委員、就職委員、キャリア教育委員、国文学科予算委員
・奈良大学かるたサークル・顧問

大学院博士後期課程
担当科目

なし

通信教育部担当科目 ・平安文学論



単

単

単

単

単

単

③『毘沙門堂本古今集注』
と物語注釈

①併存と許容の物語読解―
「可随所好」を端緒として
―

②Commentary in the
Provinces：The Meaning of
Sogi's Yamaguchi Notes on
the "Tales of Ise"
（「鄙への注釈活動―宗祇
『伊勢物語山口記』の位置
付け―」）

pp.205-229,査読無

（学会発表）

2017年9月2日

①併存と許容の物語読解―
「可随所好」を端緒として
―

②『河海抄』巻十一論―
『李部王記』引用再考序説
―

於：大阪大学，査読無

pp.57-93,査読無

@Universidade NOVA(Lisbon,
Portugal)
（於：リスボン新大学（ポルトガ
ル））,査読有

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

①源氏物語古注釈書の研究
―『河海抄』を中心とした
中世源氏学の諸相―

平成29年度科学研究費助成事業（研
究成果公開促進費・学術図書）・刊
行物の名称「源氏物語古注釈書の研
究」（課題番号：17HP5042）

2018年2月

pp.155-187，査読無

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

和泉書院2018年2月

2018年3月

岡田貴憲・桜井宏
徳・須藤圭編『ひら
かれる源氏物語』,
勉誠出版

松本大『源氏物語古
注釈書の研究―『河
海抄』を中心とした
中世源氏学の諸相
―』,和泉書院

2017年11月

第282回大阪大学古
代中世文学研究会

15th International
Conference of tha
European
Association for
Japanese Studies
（第15回ヨーロッパ
日本研究協会国際会
議）

2017年4月23日

人間文化研究機構国
文学研究資料館編
『中世古今和歌集注
釈の世界―毘沙門堂
本古今集注をひもと
く―』,勉誠出版
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単

（その他）

③平安文学作品の享受をめ
ぐって

⑦享受研究の目的は何か、
対象は誰か

①科学研究費助成事業（学
術研究助成基金助成金・若
手Ｂ）

②科学研究費助成事業（研
究成果公開促進費・学術図
書）

課題番号：17K13402
研究課題名：『河海抄』を中心とし
た室町期源氏学の動向と展開に関す
る基礎的研究

2017年10月

国文学研究資料館編
『国文学研究資料館
特別展示　伊勢物語
のかがやき―鉄心斎
文庫の世界―』（展
示リーフレット）,
大学共同利用機関法
人 人間文化研究機
構国文学研究資料館

課題番号：17HP5042
刊行物の名称：源氏物語古注釈書の
研究

解説執筆

日本学術振興会

『中古文学』
第100号

2017年度～2020年度

2017年度

⑤「40 伊勢物語正徹奥書古
注書入」・「41 伊勢物語東
常縁筆」・「42 伊勢物
語」・「46 伊勢物語奥秘
書」・「50 伊勢物語山口
記」

日本学術振興会

2017年8月12日
第22回奈良大学国語
教育研究会記念講演

於：奈良大学

特集：『中古文学』の過去・現在・
未来
pp.60-61

④「69 京極為兼 四半切
（伊勢物語注）」・「70 東
常縁 大四半切（伊勢物語
注）」・「76 顕昭 建仁寺
切（源氏釈）」

2017年5月
田中登編『続古筆の
楽しみ』,武蔵野書
院

解説執筆

⑥中古文学会春季大会シン
ポジウム「平安文学におけ
る〈漢〉の受容―その日本
化の様相」レポート

2017年7月 笠間書院
笠間書院kasamashoin ONLINE
（http://kasamashoin.jp/2017/07/
post_4014.html）

2017年11月


